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5. 紀の川 

(1)水域の概況 

紀の川は、日本有数の多雨地帯である大台ヶ原にその源を発し、途中高見川、大和丹生川、紀伊丹

生川、貴志川などを合わせながら、中央構造線に沿って西流し、和歌山市において紀伊水道に注ぐ、

流域面積1,750km2、幹川流路延長136kmの河川である。 

 

(2)水質の状況 

1)水域類型指定状況（図 5.1） 

既存生活環境項目（BOD・COD・全窒素・全リン等の水生生物保全環境基準を除く項目）の水域類型

指定状況は、紀の川（1）・紀の川（2）の２区域に分けられ、紀の川（1）はAA類型、紀の川（2）はA

類型に指定されている。また、大迫ダム貯水池は湖沼A類型・窒素リンⅢ類型に当てはめられている。 

2)水質汚濁の状況（表 5.1、図 5.2～図 5.4） 

BOD75％値の5年平均の比較図を見ると、徐々に水質改善が進んでおり、近年は環境基準値を継続し

て達成している。 

3)亜鉛の水質の状況（図 5.5～図 5.7） 

全亜鉛は上流から下流を見ると下流の三谷橋・紀の川大橋でやや高めの地点があるが、概ね全般的

に0.001mg/L以下となっている。 

当該河川へ直接亜鉛を放流されている事業所は2箇所あり、年度排出量が1000kg超・100kg超・10kg

超・1kg超・1kg以下の順で見ると、0件・1件・1件・0件・0件となっている。 

 

(3)水温の状況（図 5.8、図 5.9） 

水温は、楢井不動橋から千石橋付近で平均水温が14℃前後、平均最高水温が21～25℃程度であるが、

下流へ下るに従って高くなり、最下流の紀の川大橋では平均水温が18～19℃程度、平均最高水温が30℃

程度まで達している。 

 

(4)水域の構造等 

1)河床材料（図 5.10） 

河床材料は、上流～三谷橋までが石・礫、三谷橋～下流までが石・礫が主体となっている。 

2)流量（図 5.11） 

流量は妹賀等４地点で測定されており、それぞれの低水流量は地点・妹賀で約9 m3/s、恋野橋・橋

本橋で10 m3/s程度、三谷橋で13.0m3/s程度となっている。 

3)主な河川構造物（図 5.12） 

ダムは最上流の大迫ダム貯水池が設置されており、堰等については上流から見ると大川橋・小田井

堰・藤崎井堰・岩出井堰・岩出堰・紀の川大橋の６ヶ所に設置されている。ダム貯水池以外の堰には

いずれにも魚道が設けられている。 

 

(5)魚介類の生息状況（表 5.2、表 5.3、図 5.13、図 5.14） 

1)冷水性の魚介類 

(a)基礎情報 

河川水辺の国勢調査等によると、当該本流にて冷水性魚介類は確認されていない。 
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(b)ヒアリング情報  

表5.3のとおりとする。 

2)温水性の魚介類 

(a)基礎情報 

温水性の魚介類は全般的にフナ類・オイカワ・ヨシノボリ・スジエビ等が確認されている。また、

最下流点を除く地点でアユが確認されている。 

(b)ヒアリング情報  

  表5.3のとおりとする。 
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図 5.1  水質汚濁に係る環境基準の類型指定状況(紀の川) 
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水域 類型 環境基準点 年度 BOD(mg/L) pH DO(mg/L) SS(mg/L) 大腸菌群数（MPN/100mL)

最小値 最大値 平均値 75%値 基準 最小値 最大値 基準 最小値 最大値 平均値 基準 最小値 最大値 平均値 基準 最小値 最大値 平均値 基準

紀の川（１） AA 楢井不動橋 H16 ＜ 0.5 1.5 0.9 0.9 7.0 8.4 9.0 13.0 11.0 ＜ 1 27 3 78 2,200 1,200

H17 0.5 1.2 0.8 1.0 7.1 8.0 8.6 12.0 10.0 ＜ 1 8 2 110 3,300 1,900

H18 ＜ 0.5 0.8 0.7 0.7 6.9 7.9 9.2 13.0 10.0 ＜ 1 2 1 240 14,000 4,500

紀の川（２） A 千石橋 H16 0.6 1.3 1.1 1.3 7.7 8.5 9.6 13.0 11.0 ＜ 1 2 1 2,200 79,000 22,000

H17 0.7 1.2 0.9 1.0 7.6 7.8 9.1 11.0 10.0 1 6 2 1,300 17,000 9,800

H18 0.5 1.2 0.7 0.6 7.3 7.9 8.8 12.0 10.0 ＜ 1 2 2 1,300 7,900 4,000

紀の川（２） A 大川橋 H16 ＜ 0.5 2.3 1.0 1.4 7.4 8.5 9.0 13.0 10.0 1 8 3 700 13,000 4,100

H17 ＜ 0.5 1.3 0.8 1.0 7.5 8.2 9.1 14.0 11.0 ＜ 1 6 3 330 33,000 9,900

H18 ＜ 0.5 1.2 0.8 0.9 7.5 8.3 8.9 13.0 10.0 1 5 2 330 33,000 7,300

紀の川（２） A 御蔵橋 H16 0.8 3.4 1.3 1.3 7.3 8.0 8.5 13.0 11.0 2 26 7 790 13,000 5,700

H17 0.6 1.9 1.1 1.2 7.5 8.4 9.2 13.0 11.0 1 12 5 490 130,000 18,000

H18 ＜ 0.5 1.2 0.8 1.0 7.4 8.1 8.9 13.0 11.0 1 4 2 790 17,000 5,600

紀の川（２） A 恋野橋 H16 0.7 3.6 1.4 1.6 7.3 8.1 8.8 13.0 10.0 2 25 7 790 23,000 7,900

H17 0.5 1.8 1.0 1.0 7.6 8.7 9.2 13.0 11.0 1 14 5 790 33,000 8,300

H18 0.6 1.2 0.8 1.0 7.4 8.0 8.8 12.0 11.0 1 5 2 430 23,000 4,600

紀の川（２） A 岸上橋 H16 0.7 3.2 1.4 1.7 7.3 8.4 8.4 13.0 10.0 2 22 7 1,300 33,000 6,200

H17 0.7 1.7 1.1 1.2 7.6 8.7 9.0 14.0 11.0 1 7 4 1,100 49,000 14,000

H18 0.8 1.6 1.1 1.0 7.7 8.4 10.0 13.0 11.0 1 4 3 230 4,900 2,700

紀の川（２） A 三谷橋 H16 0.5 2.6 1.1 1.4 7.3 8.3 8.6 13.0 11.0 1 23 6 1,300 23,000 9,100

H17 0.6 1.9 1.1 1.1 7.6 8.8 8.8 14.0 11.0 1 8 4 790 79,000 13,000

H18 0.6 2.0 1.3 1.8 7.8 8.6 10.0 15.0 12.0 1 3 2 790 13,000 4,900

紀の川（２） A 藤崎井堰 H16 0.5 2.0 1.0 1.1 7.3 7.9 7.8 13.0 10.0 1 25 6 230 49,000 15,000

H17 0.6 4.5 1.3 1.3 7.5 8.0 8.3 14.0 10.0 2 13 5 490 79,000 25,000

H18 0.5 1.8 1.0 1.1 7.3 9.0 7.2 12.0 9.4 1 7 3 1,100 130,000 28,000

紀の川（２） A 船戸 H16 0.5 2.7 1.1 1.1 7.3 8.6 8.3 13.0 10.0 2 22 6 4,900 33,000 17,000

H17 0.8 8.2 1.8 1.3 7.5 8.2 8.7 14.0 11.0 2 12 6 1,700 330,000 52,000

H18 0.6 2.7 1.2 1.3 7.3 8.5 7.7 12.0 9.9 2 8 4 1,100 490,000 28,000

紀の川（２） A 新六ヶ井堰 H16 0.7 6.0 1.7 2.1 7.3 9.2 7.7 12.0 10.0 3 23 9 2,300 49,000 19,000

H17 0.8 4.9 1.8 1.8 7.5 9.6 8.0 15.0 11.0 3 13 7 790 79,000 23,000

H18 1.3 2.0 1.5 1.4 7.6 8.1 9.1 11.0 10.0 4 9 6 1,700 13,000 6,300

紀の川（２） A 紀の川大橋 H16 ＜ 0.5 6.5 1.9 2.2 7.4 8.4 7.3 12.0 9.2 3 14 6 13 110,000 13,000

H17 0.7 3.4 1.4 1.4 7.8 8.2 7.8 12.0 9.4 2 8 5 230 22,000 6,200

H18 0.9 2.9 1.7 1.8 7.8 8.5 7.2 11.0 9.2 1 7 4 790 13,000 4,900

水域 類型 環境基準点 年度 COD(mg/L) pH DO(mg/L) SS(mg/L) 大腸菌群数（MPN/100mL)

最小値 最大値 平均値 75%値 基準 最小値 最大値 基準 最小値 最大値 平均値 基準 最小値 最大値 平均値 基準 最小値 最大値 平均値 基準

大滝ダム湖 A 大滝ダム湖ダムサイト H16 ＜ 0.5 1.5 0.8 1.0 7.4 8.1 7.2 13.0 9.7 1 28 5 0 7,900 860

H17 ＜ 0.5 2.4 1.1 1.2 7.5 8.9 8.5 12.0 10.0 ＜ 1 5 2 11 13,000 1,400

H18 0.5 1.9 1.0 1.0 7.5 8.2 8.7 11.0 10.0 1 6 2 13 1,400 290

大迫ダム湖 A 大迫ダム湖ダムサイト H16 0.6 1.7 1.1 1.4 7.0 8.6 8.4 11.0 9.7 1 13 6 0 7,900 2,100

H17 0.5 1.3 0.8 0.9 7.0 8.2 7.0 12.0 9.1 1 3 2 17 490 260

H18 0.6 1.2 0.9 1.1 7.2 8.1 8.7 11.0 9.6 ＜ 1 2 1 70 1,300 440

水域 類型 環境基準点 年度 全りん(mg/L)

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 基準

大迫ダム湖 Ⅲ 大迫ダム湖ダムサイト H16 0.18 0.30 0.24

H17 0.23 0.50 0.35

H18 0.17 0.29 0.24

基準

全窒素(mg/L)

0.003 0.007

＜0.003 0.006

0.006 0.018

1 7.5 50256.5～8.5

2 7.5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.5

7.56.5～8.5

25 1,000

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

0.4 0.03

0.005

0.004

0.011

表 5.1  近年の水質の状況（紀の川） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公共用水域の水質測定結果（平成16年～18年度） 
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紀ノ川 ｐH　縦断分布図
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図 5.2 BOD75%値の縦断分布(紀の川) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3  ｐHの縦断分布(紀の川) 

出典：公共用水域の水質測定結果 

出典：公共用水域の水質測定結果 

類型：BOD基準 

AA:～1 

A :～2 

B :～3 

C :～5 

D :～8 

E :～10 
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紀ノ川 ＤＯ　縦断分布図
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図 5.4 DOの縦断分布(紀の川) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5 全亜鉛の縦断分布(紀の川) 
 

 

出典：公共用水域の水質測定結果 
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図 5.6  全亜鉛の測定地点(紀の川)
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図 5.7  全亜鉛の検出状況（紀の川）                    
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図 5.8 水温(紀の川) 
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紀ノ川 水温縦断分布図
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※最高・平均・最低は、平成14～18年度の公共用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の年最高値・年平均値・年最低値を

求め、それぞれ5ヵ年平均した値である。一部で月１回以上の頻度で計測していない地点がある。

　

　地点：環境基準点（●）・補助点（○）・流量測定点（▲/△）

ＡＡ類型

紀の川（１）

Ａ類型

紀の川（２）

地点

水温（℃） BOD(mg/L) H16年 計画

① 奈良県 紀ノ川 流　域 吉野川浄化センター 21.5 1.5 0.18 0.29

No 事業名
放流水質（H16年平均） 放流量(㎥/s)

都道府県名 処理場名河川

←
丹
生
川

←
奥
六
田
川

←
① ←

高
見
川

←
貴
志
川

←
津
風
呂
川

出典：（社）日本下水道協会　平成16年度版　下水道統計（行政編）より

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.9  水温縦断分布(紀の川) 

 

水温（℃） BOD（mg/L） H16年 計画

① 奈良県 紀ノ川 流   域 吉野川浄化センター 21.5 1.5 0.18 0.29

出典：（社）日本下水道協会　平成16年度版　下水道統計（行政編）より

放流量（ｍ３/ｓ）
No 都道府県名 河川 事業名 処理場名

放流水質(H16年平均) 

※最高・平均・最低は、平成14～18年度の公共用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の年最高値・年平均値

年最低値を求め、それぞれ5ヵ年平均した値である。一部で月1回以上の頻度で計測していない地点がある。

地点：環境基準点(●)　　・補助点（○）　　・流量測定点（▲/△)

出典：公共用水域の水質測定結果
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図 5.10  河床材料(紀の川) 
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紀ノ川 流量　縦断分布図

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

●
大
迫
ダ
ム
湖
ダ
ム

●
大
滝
ダ
ム
湖
ダ
ム

●
楢
井
不
動
橋

▲
妹
背

○
千
石
橋

▲
大
川
橋

○
御
蔵
橋

▲
恋
野
橋

▲
橋
本
橋

○
岸
上
橋

△
▲
三
谷
橋

●
藤
崎
井
堰

▲
船
戸

○
新
六
ヶ
井
堰

○
紀
の
川
大
橋

流
量
（

㎥
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）
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上
流

下
流

地点：環境基準点（●）・補助点（○）・流量測定点（▲/△）

ＡＡ類型

紀の川（１）

Ａ類型

紀の川（２）

地点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.11 流量の縦断分布(紀の川) 
 

 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14)  
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新栄山寺橋 凡　例

大川橋 魚道なし

御蔵橋 魚道あり

阪合部橋

紀の川水管橋

恋野橋

紀の川橋梁

橋本橋

橋本高野橋

岸上橋

小田井堰

九度山橋

高野参詣大橋

水管橋（農業用水排水管）

三谷橋

かつらぎ橋

大門口大橋

大門口橋

厳島橋

麻生津大橋

麻生津橋

藤崎井堰

新龍門橋

竜門橋

竹房橋

井阪橋

岩出井堰

ＪＲ和歌山線　紀の川橋梁

岩出橋

川辺橋

南田井ノ瀬橋

北田井ノ瀬橋

紀州大橋

紀の川橋

紀の川橋梁　阪和線

六十谷橋

六十谷水管橋

紀の川大堰

紀の国大橋

紀の川橋梁

北島橋

河西橋

紀の川大橋

紀の川河口大橋

平成２０年６月作成

出典：国土交通省資料等を基に作成

紀
ノ
川

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.12 主な河川横断工作物(紀の川) 
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図 5.13 主要魚介類の確認状況(紀の川) 
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表 5.2(1) 魚介類の確認状況（既存調査結果）(紀の川) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省H15河川水辺の国勢調査、大和吉野川の自然学(御勢，2002) 
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表 5.2(2) 魚介類の確認状況（既存調査結果）(紀の川) 
 

出典：国土交通省H15河川水辺の国勢調査、大和吉野川の自然学(御勢，2002) 
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図 5.14 漁業権設定魚類等放流状況(紀の川) 
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表 5.3 魚介類生息状況に関する学識者・漁業関係者への 

ヒアリング結果の整理（紀の川） 

項目 
ヒアリング結果(回答機関名) 

上流 中流 下流 

魚介類の

生息範囲 

・代表的及び特徴的な魚介類とし

て、アユ・ウグイ・ハヤ・フナ・

コイ・ニゴイ等があげられる（吉

野漁協）。 

・アマゴは放流しているため、生息

している。イワナは生息していな

い（吉野漁協）。 

・コイ・フナ類は減少している。ニ

ゴイが近年多く発生している（吉

野漁協）。 

・イワナ・アマゴ類は吉野川の大迫

ダムの上流の支流、大滝ダムの上

流付近の支流に生息している（和

歌山県立自然誌博物館、五條市漁

協、川上漁協）。大滝ダムには生

息していないが、大迫ダムには支

流より降りてきたものが生息して

いる可能性がある（和歌山県立自

然誌博物館）。 

 

・代表的及び特徴的な魚介類として、

アユ、コイ、ウナギ等があげられ

る（五條市漁協）。 

・コイ・フナ類は概ね全域に生息し

ている（五條市漁協）。 

・代表的及び特徴的な魚介類と

して、コイ、アユ、サツキマ

ス（アマゴ）、アカメ、モロ

コ、ナマズ、ギギ等があげら

れる（紀の川漁協）。 

 

産卵場・

幼稚仔魚

の生育場 

・産卵場所は特定できない（吉野漁

協）。 

・五條市の広瀬の辺りがコイの産卵

場になっているようである（詳細

は不明）（五條市漁協）。 

・河口近くの田井ノ瀬から川辺

橋あたりまでがアユの産卵場

となっている（紀の川漁協）。

・岩出頭首工から漁業組合の前

あたりまで、サツキマスの産

卵場となっている（紀の川漁

協）。 

魚介類等

資源の保

全 

・アユ、アマゴ、コイ、ウナギ類を

放流している（吉野漁協）。 

・アユを放流している（五條市漁協）。 ・アユを放流している（紀の川

漁協）。 

河川環境 

・大迫ダム、大滝ダム、津風呂ダム

等があり、魚道は設置されていな

い（吉野漁協）。 

・大迫ダム、大滝ダム、下渕頭首工

等あり、頭首工には魚道設置され

ているが、ダムには魚道がない（吉

野漁協、五條市漁協）。 

・代表的なものは紀の川大堰

で、魚道内に産卵場が設置さ

れている。その他の堰、頭首

工にも魚道は設置されてい

る（紀の川漁協）。 

 

 

 


